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国立国語研究所では現在，『現代日本語書き言葉均衡コーパス（Balanced Corpus of 













































































第１章 BCCWJ のサンプル作成の概要 
 
1.1  BCCWJ の構成 
 





図 1 BCCWJ の構成 
 
1.2  サンプルの長さの設計 
 
統計的な言語調査にも，幅広いテキスト研究にも利用できるよう，収録するサンプルの
長さを 2 種類設計した。一つは，1 サンプルの長さを 1,000 字とする「固定長サンプル」
である。母集団からの抽出比が統計的な意味を持ち，語彙表や漢字表などの作成に適する。






























































語調査を行うために必要なサンプルサイズとして 1,000 万語を想定し，母集団から 1,000
万語分の固定長サンプルを抽出することにした。各媒体から取得するサンプル数は，各母
集団の総文字数を推計し，その比率を割り当てる。5年間に出版された各媒体の総文字数を
推計したところ，書籍が約 485 億字，雑誌が約 105 億字，新聞が約 64 億字という結果を得
た（丸山・秋元 2007）。ここから，書籍 74%，雑誌 16%，新聞 10%，という構成比率を定め
た。固定長サンプル 1,000 万語（1,700 万字と推定）を得るための必要数として，書籍 12,604














2.3  NDC の層別によるサンプリング 
 
生産実態，流通実態サブコーパスともに，書籍サンプルの多様性を確保するために，国
立国会図書館で付与された「日本十進分類法（NDC）」の 1次区分の 10 分類（0. 総記，1. 哲











































NDC 著者 出版年 書名 出版社
007 秦森桂|著 2004 文系プログラマー奮戦記同人ゲーム&ソフトハウスのトンデモ世界 工学社
070 石澤靖治|著 2001 大統領とメディア 文藝春秋
134 ヘーゲル|著;長谷川宏|訳 2003 歴史哲学講義　下 岩波書店
188 梅原猛|著 2004 法然の哀しみ　上 小学館
210 岩田明|著 2004 消えたシュメール王朝と古代日本の謎 学習研究社
290 内田芳明|著 2001 風景の発見 朝日新聞社
304 櫻井よしこ|著 2001 迷走日本の原点 新潮社
369 全国訪問看護事業協会|編 2004 訪問看護実務相談Q&A 中央法規出版
451 嶋村克，山内豊太郎|著 2002 天気の不思議がわかる本 廣済堂出版
499 荒川博仁|著;ヘルス・システム研究所|編 2004 薬と病気 ヘルス・システム研究所
547 水澤純一|著 2005 情報通信ネットワーク入門 培風館
537 細川幹夫|著 2002 トヨタ成長のカギ　創業期の人間関係 近代文芸社
610 桝潟俊子，松村和則|編 2002 食・農・からだの社会学 新曜社
673 大久保一彦|著 2002 誰も言わなかった！飲食店成功の秘密 フォレスト出版
720 石本正|著 2001 絵をかくよろこび 新潮社
783 鈴木春祥|著 2003 甲子園に賭ける 新潟日報事業社
816 清水義範|著 2004 大人のための文章教室 講談社
817 遠藤織枝|他著 2004 戦時中の話しことば　ラジオドラマ台本から ひつじ書房
913 司馬遼太郎|著 2004 坂の上の雲　６ 文藝春秋










表 2 書き言葉の多様性をとらえるための観点 









(5) 著者の属性2： 年代，性別，出身地 
(6) 対象読者の属性：年代，性別，好み 
(7) 視点： 人称，人間以外 
(8) 硬軟： 難解，堅い，平易，くだけている 
(9) 論理構成・紙面構成：章節，キャプション，注記，コラム，引用，ブロック割
り構成，図説，カタログ的構成 
(10) 文体： 口語文，文語文，候文，和漢混淆文，条文 
(11) 文末・調子： デスマス調，デアル調，ゴザイマス調，体言止め，語りかけ口
調，演説調 
(12) 文長： 長短 
(13) 修辞・比喩： 種類，使い方 






(17) 記号類： 句読点，記号類の使い方 
(18) ルビ・注記： 使用量（多少），使用目的（読み，原語，別の言い換え語，注釈，
参考文献） 


















名につけた ( )内は，書籍に付与された NDC（3 桁）とその分類名である。 
 
3.2.1  NDC 分類と文章の種類が異なる例 
 
基本的には，文章の主題や内容の分類には NDC 分類が使えるが，NDC 分類は書籍をト
ップダウン的に一意に分類するものであるため，注意が必要になる。たとえば，文章の
種類でいえば，例 1は戯曲，例 2はルポルタージュ，例 3は日記の例である。 
 















































戯曲，ルポルタージュ，日記はいずれも NDC9 番台の 3次区分にある分類名であるが，
以上の 3例は，いずれもそこに分類されていない。本が全集である点や，講演集の類で









例 4は，対談の例である。例 5は会話形式の例である。例 5は，実際の対話ではなく，
発話ごとに著者が異なるわけではない。 
 
例 4：鶴見俊輔『未来におきたいものは 鶴見俊輔対談集』晶文社 (304：社会科学の







































































































続けて 4例を示す。例 7は Q&A 形式の例である。このような Q&A 形式は，解説書の類
においてよく見られる。例 8は投稿形式の例である。そして，例 9は，辞書・事典形式，
例 10 は見本・用例形式の例である。 
 
 
例 7：中央青山監査法人，中央青山 PwC サステナビリティ研究所編『環境経営なるほ





















例 8：久郷晴彦『よく効くアロエベラ 26 人の感動の体験』コスモトゥーワン (498：







































3.2.3  場面設定（時代・場所）に特徴のある例 
 





































3.2.4  視点，人称に特徴のある例 
 
 文章の多くは，三人称，もしくは一人称で書かれている。ここでは三人称以外の例を











































たとえば，次の例 15 は，主人公が「おまえ」と呼ばれて，物語が展開している。 
 






























3.2.5  論理構成・紙面構成に特徴のある例 
 
  論理構成に特徴のある例として，引用に特徴がある例を 2例示す。また，紙面構成に
特徴のある例を 2例示す。いずれも，紙面のみ例示する。 



































例 21：藤村正宏『「モノ」を売るな！「体験」を売れ！ 2 時間でわかる！ 』オーエス











































































































3.2.8  語彙や表記に特徴のある例 
 













































































































































































































































平成 18 年度研究成果報告書(JC-D-06-02). 
丸山岳彦・秋元祐哉(2008).『『現代日本語書き言葉均衡コーパス』におけるサンプル構
成比の算出法 (2) ―コーパスの設計とサンプルの無作為抽出法―』, 特定領域研究
「日本語コーパス」平成 19 年度研究成果報告書(JC-D-07-01). 
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